
2026年２月１日(日)

高津区地域デザイン会議#05
開催レポート

～より地域に愛される、使いやすいキラリデッキにするために～

開催日時

１0：００ - １2：００

会場 ｜高津市民館12階市民館ギャラリー

対象 ｜テーマに関係する区内企業や団体
関係者24人

高津区地域デザイン会議とは…
区民が参加し、地域のことを話し合い、課題の解決につなげていくことを目的に、以前の

区民会議に替わる新しい参加の場として各区において様々な形式で実施しています。

区HP

高津区役所 まちづくり推進部 企画課
E-mail：67kikaku@city.kawasaki.jp
TEL：044-861-3131 FAX：044-861-3103

お問合せ

写真集

キラリデッキのこれまでとこれから
令和７年度は、地域の皆様とともに４回の検討会、３回の実証イベン

ト、さらにワークショップを開催し、キラリデッキの地域による利活用
の検討を進めるとともに、イベント出展などの広報PRによる機運醸成を
図ってきました。

令和８年度は、キラリデッキ全体の利活用を進める協議会を立ち上げ、
更なるチャレンジを行っていく中で、「ミゾノクチに関わるみんながキ
ラリと輝けるランドマーク」となるように取組を進めていきます。

今年度から小さく手探りではじまった取組がこうやってやっと少し芽が出てきて、皆
様のできそうなことを合わせると、一気にキラリデッキが面白くなると感じました。今
後もキラリデッキが地域の皆様が輝ける場所として、さまざまな想いを形にできるよう
に全力で取り組んでいきたいと強く思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

白井区長から

2022年から2024年の３年間は試行として#01「若者目線の脱炭素アク
ションを考えよう」、#02「若者目線で脱炭素イベントブースを作ろう」、
#03「10年後・20年後も自分らしく暮らすためには？ 今から始めるセルフ
ケア・健康づくり」を実施、#04「橘出張所に生まれるコミュニティスペース
の使い方を考えよう！」から本格実施となりました。過去の詳細は区HPからレ
ポートをご覧ください。

キラリデッキを地域
で使いこなすPJ

mailto:67kikaku@city.kawasaki.jp


これまでの取組説明区長挨拶

意見交換

キラリデッキを見渡せる
会場で開催

キラリデッキ活用のこれまでの取組を振
り返り、意見交換をしながら、皆さまの
声も反映させたキラリデッキのこれから
の絵姿をつくっていきたい。
今日は、絵姿をしっかり共有して、来年
度は地域による多彩な活用が生まれはじ
める１年としていきたい。

令和７年１月に開催した「車座集会」
を機に、地域の皆さまとともに、検討
会、ワークショップ及び実証イベント
等を開催しながら、キラリデッキの活
用ルール等の今後のしくみや、めざす
べき姿などの検討を重ねてきました。

意見交換①

「これまでの取組」について皆さんの声を聞かせてください。

意見交換②

「来年度の絵姿」について皆さんの声を聞かせてください。

意見交換③

「来年度の絵姿で皆さんができそうなこと」を聞かせてください。

・実証イベントで課題洗い出され前進しました
・ビジョン、納涼祭、イルミネーション等幅広い広報PRで連携しました
・脱炭素イベントでのデッキ活用にチャレンジしました
・当日運営、ステージで参加して一緒に取り組みました

主な意見
・ミゾノクチの文化・溝口らしさを絵姿にデザインしてもよいのでは
・ステージ運営経験を全体に活かしたい、ステージは月８回を目指したい
・リニューアルで植栽や芝生も整えたので、みどりをよくしてまちの魅力を高めて
いくためにみどりを活用した絵姿も入れていきたい

白井区長が意見交換を進行

絵姿にその場で上書き

・ストリートミュージシャン、アーティストの場作り
・ふるさと納税で植栽をよくしてムーディに
・大型スクリーンへの投影
・企業間交流によるカラオケ大会
・フラッシュモブ
・高校のいろんな部活の交流の場
・清掃活動によるつながり作り
・利用予定のカレンダーを作る
・クラフトマーケット、ハロウィンなど商店街イベントとコラボ
・立ち止まって見てもらうための休憩スポット

・立ち飲みスタンド
・溝の口鉄道の日
・溝の口らしいサインを作る
・それぞれの団体で持っている什器を供出する
・高津区の夜の歴史
・運動と茶道のコラボ
・出張さんの市
・コーヒーの協力
・民族舞踊、キムチ、コリアン祭
・溝の口アートディ


